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!体育の授業づくりの基礎
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0.はじめに
!文科省「教師を取り巻く環境整備にちての緊急的に

取り組むべき施策（提言）（案）」
（令和５年8月28日）
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0.はじめに
!グローバルな視点でも ー SDG’s ー
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・1989年国連で採択．1994年日本は批准．
・「生命」「保護」「発達」「参加・表明」 の権利
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本講義の内容

1.授業づくりと授業研究
2.体育授業の構造と構成要素
3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
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１.授業づくりと授業研究
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すべての運動領域で教えるべき
３つの内容
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!現行の学習指導要領
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１.授業づくりと授業研究
!なぜ授業研究をするのか？
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１.授業づくりと授業研究
!先人に学ぶ
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１.授業づくりと授業研究
!体育科教育学の研究領域の層（高橋，1992）
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１.授業づくりと授業研究
!授業研究（分析）方法論（小林，1998）
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１.授業づくりと授業研究
!授業研究（分析）は子どものため
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2.体育授業の構造と構成要素
!授業の構造
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2.体育授業の構造と構成要素
!授業の構造
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2.体育授業の構造と構成要素
!構成要素
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2.体育授業の構造と構成要素
!構成要素からみる体育授業の成否
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2.体育授業の構造と構成要素
!構成要素からみる体育授業の成否
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2.体育授業の構造と構成要素
!授業の構造や構成要素を意識した体育授業
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2.体育授業の構造と構成要素
!高田典衛氏に学ぶ（高田，1976）
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（１）快適な運動
（２）技能の伸長
（３）明るい交友
（４）新しい発見
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2.体育授業の構造と構成要素
!子どもを生かす評価法

!指導と評価の一体化
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2.体育授業の構造と構成要素
!『体育の子』（佐々木賢太郎，1956）
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保健体育の実践記録を所収
した書籍としては戦後初？！

▼体育授業での気付き
▼自他の身体の様子
▼生活との結びつき など
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!スポーツ医科学科での体育科模擬授業事例

・グループ毎に交代で，1人15分実施
・「ハードル走」「バドミントン」
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!スポーツ医科学科での体育科模擬授業事例
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!スポーツ医科学科での体育科模擬授業事例

・授業の実施後に
教師役 ➡ 教師行動に関する評価
生徒役 ➡ 授業を受けての印象評価

・各単元後に「自己省察」記述

"'

3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!「生徒役からのコメント」と「自己の課題」

テキストマイニング

学生が模擬授業で気
がついた点や検出され
た語の関連性を概観．

授業の効果，学生の
授業実践（教育実習）
への課題が分かる？！
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!共起ネットワーク ・生徒役からの助言
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
Ió
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!共起ネットワーク ・今後の課題
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!共起ネットワークの結果から見えてきたこと

・生徒役の助言から
➡授業構成を綿密に，知識不足，
楽しい授業への方法，工夫 など

・今後の課題から
➡説明時の発生（抑揚，声量等），授業
のイメージづく（略案含む），めあてと内
容の一致，など
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!対応分析 ・班ごとにみる生徒からの助言
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!対応分析 ・班ごとにみる今後の課題
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3.学生の模擬授業におけるテキスト分析
!対応分析の結果から見えてきたこと

・各班共通の特徴
➡ホワイトボード，内容，多い，演示，
配慮，行う，など

・班ごと課題
➡例えば1班では「資料を活用する」

2班では「楽しい授業」 など
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!先人にも学ぶ授業研究
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!児童・生徒のための授業研究を
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